
 

 

 

 

 

 

10 月 1 日（土）に榴ケ岡市民センターまつりがコロナ禍前の規模で開催されました。天候にも恵まれ、ステージ発表、

作品展示や体験コーナー、物販ブースなど、子どもから大人まで、地域の方々やセンター利用者で賑わいを見せました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度はコロナ禍前と同規模で開催。舞台、展示サークル 

の発表のほか、地域の専門学校や、授産施設、包括支援 

センター、長寿会の体験・物販コーナーも復活。 

各参加団体より、受付や消毒にボランティアを募り、関 

わっていただくなど、利用団体の皆様とともに作り上げた 

ことをより実感できるまつりとなりました。 

 

～アンケートより～ 

・今年はスタンプを集めるとアルパカなど動物に触れるというので、スタンプを押しに来たついでに体験をする人がずいぶん 

いました。特に子供、低学年、家族連れで来る人が多く、例年に比べ来場者が多かったので全体的に盛況でした。 

・もっと動物にエサをあげたかった。来年も来たいと思います。 

・天気も良くて外も中も小さい子から大人まで様々な形で楽しいおまつりでした。 
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